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1 この取扱説明書について
本取扱説明書に記載の製品名は、識別の目的にのみ使用されるもので、その権利を所
有するそれぞれの会社に帰属します。

1.1 警告表示の説明

 危険
死亡や重傷に至る差し迫った危険な状況

 警告
死亡や重傷に至る可能性がある危険な状況

 注意
軽傷に至る危険な状況

注記
環境または物的な損害が生じる危険な状況

1.2 対象の読者
この取扱説明書は、装置のオペレーター、適格な専門技術者、および訓練を受けた人
を対象としています。
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2 安全

2.1 使用目的
本装置は、INFICON製リークディテクターを校正するための校正リークです。ガスカ
ートリッジにはトレーサーガスが充填されています。このガスは、校正中に所定のリ
ークレートで放出されます。

不適切な使用 次に挙げる状況や用途には使用しないでください：

• 技術仕様外での使用（「技術データ」を参照してください）。

• 本取扱説明書に記載されていないアクセサリーやスペアパーツの使用。

• INFICON製ではないリークディテクターの使用

• 屋外での本装置の使用

• 過圧源への校正リークの接続

• ガスカートリッジの再充填

• 損傷したガスカートリッジの使用

• 校正器の開封または改変

• 濡れた状態または水中での校正器の使用

• 換気の悪い室内や発火源付近での校正器の使用または保管

• 接続されたリークディテクターの持ち上げ、運搬、引っ張りへのガスカートリッ
ジの使用

• 高温環境（高温の表面や直射日光など）での本デバイスの設置および使用

2.2 オペレーターの義務
• 本取扱説明書および所有者が作成した作業手順書を読み、記載された内容を厳守

してください。特に、安全注意事項や警告類には注意してください。

• すべての作業は、本取扱説明書に基づいて実施してください。

• 本取扱説明書に記載されていない運転やメンテナンスに関するご質問について
は、カスタマーサービスにお問い合わせください。

2.3 オペレーターへの要求事項
次の注意事項は、ユーザー、従業員または第三者が製品を安全かつ効果的に使用する
上で責任を負う企業または担当者を対象としています。

安全性を重視した操作
• デバイスは、機能や動作に問題がなく、かつ損傷がない場合にのみ運転してくだ

さい。

• デバイスは、本取扱説明書に従って安全性を重視し、リスクに配慮した方法での
み該当してください。

• 次の規則に従い、それらが厳守されることを確認してください：
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– 対象の用途

– 一該当の安全注意事項全般および事故防止規則

– 国際、国内および地域の規格およびガイドライン

– その他の機器関連の規定や規則

• 純正部品またはメーカーが承認した部品のみを使用してください。

• 本取扱説明書はいつでも閲覧できる場所に保管してください。

作業員の資格
• デバイスを用いた作業は、指示された作業員に限定されます。指示された作業員

は、デバイスに関するトレーニングを受けている必要があります。

• 任命された作業員が、本取扱説明書やその他該当する文書を読み、理解している
ことを確認してください。
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3 納品範囲、輸送、保管
納品範囲 品目 数量

校正リーク 1
検査証明書 1
デジタル取扱説明書はPDFファイルでダウンロードできます
（www.inficon.com）

1

 装置の受け取り時に、すべての品目が揃っていることを確認してください。
輸送

注記
不適切な梱包での輸送による損傷
不適切な梱包材による輸送は、デバイスの損傷につながる可能性があります。

 元の梱包材は保管してください。

 デバイスの搬送には、必ず元の梱包材を使用してください。

保管 必ず技術データに基づいて装置を保管してください（「技術データ [} 9]」を参
照）。
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4 説明

4.1 機能
本校正リークは、INFICON製リークディテクターに接続し、その内部校正に使用しま
す。

この校正リークにはガスカートリッジが内蔵されており、校正中に所定のリークレー
トで校正ガスを放出します。

4.2 校正リークの構造

1 2

45

3

1 バルブ 4 圧力計
2 バルブブロック 5 接続フランジ
3 ガスカートリッジ
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4.3 装置上の表示
装置には加圧されたガスカートリッジが内蔵されています。

危険表示はガスカートリッジに表示されています。装置または設置場所への追加表示
が必要かどうか、またどのような形式で必要かは、運用上のリスクアセスメントの一
環としてオペレーターが定める必要があります。

4.4 技術データ

機械的データ

アルゴン校正リーク TL4、水素校正リーク TL5
寸法（幅×高さ×奥行） 118 × 59 × 217 mm
重量 300 g
ガスカートリッジの容量 405 ml
充填圧力 < 2.9 bar(g)

物理的データ

アルゴン校正リーク TL4
校正ガス アルゴン98％、水素2％
リークレート 1.5 × 10-4～3.5 × 10-4 mbar l/s
リークレート低下率（校正100回あた
り）

< 1%

水素校正リーク TL5
校正ガス アルゴン98％、水素2％
リークレート 0.8 × 10-5～1.6 × 10-5 mbar l/s
リークレート低下率（校正100回あた
り）

< 1%

環境条件

アルゴン校正リーク TL4、水素校正リーク TL5
最大海抜高度 2000 m
最大相対湿度 結露なきこと
最大保管温度 -10 °C～+50 °C
許容周囲温度（運転中） 10 °C～50 °C
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5 設置

5.1 リークディテクターへの校正リークの接続

校正リークの接続フランジやリークディテクターのフランジに汚れが付着している
と、校正リークの機能に影響を及ぼす可能性があります。校正リークは、清潔な環境
でリークディテクターに接続してください。また、校正リークの保護キャップは、リ
ークディテクターに接続する直前に取り外してください。

1 校正リークを、リークディテクターの接続ブロックにある空いたDN ISO-KF 16
フランジに、接続フランジを介して接続します。

2 リークディテクターの校正リーク用接続ケーブルを、校正リークのバルブに接
続します。

3 校正リークを取り外すには、リークディテクターの校正リーク用接続ケーブル
を取り外し、接続ブロックのフランジから校正リークを取り外します。
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6 メンテナンス
校正リークの正常な機能を確保するため、以下の場合には校正リークをINFICONに送
付し、メンテナンスを依頼してください。

• 再校正の期限が到来した。
この日付は、校正リークの検査証明書またはガスカートリッジの「Exp. date」欄
に記載されています。

• 校正リークの圧力計が、再校正に必要な圧力よりも低い圧力を示している。
この圧力は、校正リークの検査証明書またはガスカートリッジの「Recal.
pressure」欄に記載されています。

以下の2つの条件のうち、少なくとも1つに該当する場合は、以下の手順に従ってくだ
さい。

1 リークディテクターから校正リークを取り外します。「リークディテクターへ
の校正リークの接続 [} 10]」も参照してください。

2 校正リークをINFICONへ送付し、メンテナンスを依頼します。「メンテナン
ス、修理、または廃棄のためのデバイスの返却 [} 12]」も参照してくださ
い。
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7 廃棄

7.1 デバイスの廃棄
デバイスの廃棄の際は、所有者による廃棄処分の実施、またはインフィコンに送付す
ることができます。

このデバイスは、リサイクル可能な材質が使用されています。廃棄物の抑制や環境保
護のためにも、リサイクルを推奨します。

 地域の環境規制や安全規制に従った方法で廃棄してください。

デバイスは家庭ごみとして廃棄してはなりません。

7.2 メンテナンス、修理、または廃棄のためのデバ
イスの返却

 警告
有害物質による危険性
汚染されたデバイスは、健康にとって有害となる可能性があります。汚染申告は、デ
バイスに触れるすべての人を保護する役割を果たします。返送番号と記入済みの汚染
申告を添付せずにデバイスをご送付いただいた場合、INFICONは発送者にデバイスを
返送いたします。

 汚染申告フォームのすべての項目を記入してください。

1 デバイスを発送する前にメーカーへ連絡し、すべての項目を記入した汚染申告
書フォームを送付してください。

ð その後、返送番号と返送先住所が送られてきます。

2 返送する際は、元の梱包材を使用してください。

3 デバイスを送付する前に、すべての項目に記入した汚染申告のコピーを梱包の
外側に添付してください。
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8 付録

8.1 EU適合宣言
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